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三浦沙織，黒木智鶴，畠　知華子，野口靜子：看護師の臨床判断能力育成に向けたシミュレーション教育

の開発 新人看護師教育に焦点をあてて. 日本健康医学会雑誌 31(2): 198-204, 2022.

中島誉也，尾長谷　靖，深堀　範，福島千鶴，入来　隼，永江由香，山口博之，坂本憲穂，石松祐二，山
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床リウマチ 34(4): 275-282, 2022.

瀬川凌介，及川真人，花田匡利，名倉弘樹，新貝和也，佐藤俊太朗，澤井照光，永安　武，神津　玲：肺

癌患者における肺切除術後の低酸素血症遷延の要因. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(1): 110-
116, 2022.

本田智治，橋爪可織，松浦江美，永田明，大山祐介：救命救急センターの救急外来実習における看護学生

の体験. 日本救急看護学会雑誌 24: 20-28, 2022.

小野李香，富永哲郎，野中　隆，森山正章，小山正三朗，石井光寿，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永

安　武：Pembrolizumabで長期完全奏効が得られている上行結腸癌同時性脳転移術後再発の1例. 日本大腸肛

門病学会雑誌 75(5): 247-251, 2022.

大山祐介：クリティカル領域における「緩和ケア」の実際　不安・うつ症状の緩和. 看護技術 689:  2022.

浜崎美和，折口智樹，松浦江美：抑うつ傾向を示す女性関節リウマチ患者のストレス対処への自信と満足

度の実態. 九州リウマチ 42(1): S23, 2022.

堀川新二，浜崎美和，松浦江美：登録リウマチケア看護師の看護実践能力に対する自己評価と活動状況の

実態. 九州リウマチ 42(1): S22, 2022.

鄭　暁剛，富永哲郎，野中　隆，高村祐磨，小山正三朗，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，上木　望，中

島正洋，澤井照光，永安　武：腹腔鏡下に切除し得た後腹膜傍神経節腫の1例. 日本大腸肛門病学会雑誌 
75(9): A240, 2022.

富永哲郎，野中　隆，小山正三朗，高村祐磨，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永安　武：局

所進行脾彎曲部結腸癌に対する頭側をベースとした多角的アプローチ. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A40, 
2022.

野中　隆，富永哲郎，小山正三朗，森山正章，石井光寿，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，

澤井照光，安武　亨，永安　武：他臓器浸潤直腸癌に対する経会陰(経肛門・経腟)アプローチ併用骨盤内臓

器全摘術. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A36, 2022.

荒井淳一，田上幸憲，橋本泰匡，濱崎景子，富永哲郎，野中　隆，澤井照光，永安　武：当科における空

腸瘻造設関連合併症の検討. 日本消化器外科学会雑誌 55(Suppl.2): 293, 2022.

管　恭徹，花田匡利，田中貴子，石松祐二，坂本憲穂，迎　寛，神津　玲：間質性肺疾患患者に対する自

己効力感の評価の試み. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(Suppl.): 153s, 2022.

橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，澤井照光，安武　亨，永安　武：当科における高齢者胃癌手術と合併症

の検討. 日本胃癌学会総会記事 94回: 470, 2022.

荒井淳一，橋本泰匡，濱崎景子，小山正三朗，富永哲郎，野中　隆，松本桂太郎，土谷智史，澤井照光，

安武　亨，永安　武：我々の施設での経験から得たロボット支援下胃切除における標準手技と短期成績. 日
本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三朗，森山正章，片山宏己，西

牟田雅人，丸山圭三郎，田上幸憲，松本桂太郎，土谷智史，澤井照光，安武　亨，永安　武：食道癌に対

する食道切除胃管再建と吻合部合併症の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

西牟田雅人，荒井淳一，濱崎景子，橋本泰匡，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三郎，森山正章，

松本桂太郎，土谷智史，安武　亨，澤井照光，永安　武：pT1N+またはpT2〜3N0胃癌における臨床病理学

的特徴ならびに再発リスク因子の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.
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橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，森山正章，澤井照光，安武　亨，永安　

武：腹腔洗浄細胞診陽性胃癌に対する治療方針の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: P035, 2022.

石井光寿，富永哲郎，野中　隆，角田順久，竹下浩明，福岡秀敏，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　

武：直腸癌術後縫合不全に対する経肛門ドレーン留置の有用性および一時的人工肛門との併用. 日本消化器

外科学会総会 77回: O6, 2022.

白石斗士雄，富永哲郎，野中　隆，竹下浩明，角田順久，福岡秀敏，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永

安　武：S状結腸癌手術における経肛門ドレーン留置に関する検討－後方視的多施設共同研究、IPW用いて

－. 日本消化器外科学会総会 77回: O6, 2022.

成田真樹子，山口智美，黒田裕美：コロナ禍における高齢者の豊かさとQOLの変化 長崎市の高齢者を対象

として. 日本医療情報学会看護学術大会論文集 23回: 207-210, 2022.

大山祐介：あなたのキャリアビジョンはどう描く?　臨床の看護師から看護教員、再びちょこっと臨床様々

な場所での経験からキャリアビジョンを描く. 日本クリティカルケア看護学会学術集会抄録集 18回: PC3-01, 
2022.

野中　隆，石井光寿，小山正三朗，森山正章，富永哲郎，松本桂太郎，澤井照光，安武　亨，永安　武：

右側結腸切除術を極める CME/CVLを正確に行うために有用な肝彎曲部癌に対する頭側アプローチ. 日本外

科系連合学会誌 47(3): 337, 2022.

徳永直紀，石本裕士，武田和明，村田麻耶子，末原照大，原　敦子，城戸貴志，坂本憲穂，石松祐二，迎　

寛：胸膜癒着術、第XIII因子製剤、気管支充填術で制御しえた抗MDA-5抗体陽性間質性肺炎に伴う難治性気

胸. 気管支学 44(Suppl.): S320, 2022.

永江誠治：ADHD児の服薬アドヒアランス向上への影響要因 エピソード記述分析より. 日本精神保健看護学

会学術集会抄録集 32回: 81, 2022.

森山正章，富永哲郎，野中　隆，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，高村敬子，弦本敏行，永安　

武：Cadaver surgical trainingを用いたadvanced surgeryに対する大腸外科医の育成法. 日本消化器外科学会総会 
77回: O27, 2022.

小山正三朗，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，森山正章，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永

安　武：瘻孔形成を伴う大腸憩室症に対する腹腔鏡手術症例の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: O23, 
2022.

富永哲郎，野中　隆，森山正章，小山正三朗，石井光寿，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永

安　武：Oncologically and surgically safe dissectionを目指した頭側アプローチによる腹腔鏡下結腸右半切除術. 
日本消化器外科学会総会 77回: O8, 2022.

野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三朗，森山正章，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，

土谷智史，澤井照光，安武　亨，永安　武：直腸癌に対する側方リンパ節郭清におけるロボット支援下手

術と腹腔鏡下手術の比較検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

三原美希，藤田和佳子，上野和美：当院におけるマジックベッドを用いた婦人科ロボット支援下 手術に対

する看護師の取り組みと患者への影響. 日本婦人科ロボット手術学会 10回: O20-2, 2022.

本田智治，大山祐介，久間朝子，山本小奈実，須田果穂，田戸朝美：気管挿管患者を人とつなぐコミュニ

ケーションの技　人工呼吸器装着患者とのコミュニケーション方法の実態と関連要因. 日本クリティカルケ

ア看護学会学術集会抄録集 19回: SY14-03, 2022.

山下和範，大山祐介，南嶋里佳，小森悠二，野中良恵，白石華怜：長崎市における学会認定資格者と地域

との関係構築について. 日本災害医学会総会・学術集会 27回: O12-6, 2022.

本田智治，辻　麻由美，吉田浩二：九州圏内の救命救急センターに所属する看護師の代理意思決定支援実

践に影響する要因の検討. 日本看護科学学会学術集会抄録集 42回: 368, 2022.

吉田浩二，越道　格，庄野桃子，松田知奈都，溝口由莉，酒瀬川政孝，太田詩織，新北小春，德丸藍子，

井手みのり，辻　麻由美：年代別に見た高齢者に関する知識とイメージ . 日本老年看護学会学術集会抄録集 
27回: 172, 2022.

吉田浩二：原子力災害医療の知識とスキルを習得するための看護師向け教材開発の取り組み. 日本災害医学

会総会学術集会・抄録集 27回: 435, 2022.

吉田浩二：看護職のはたす役割～放射線の医療現場および福島原発事故に関わった経験から～. 日本放射線

看護学会学術集会・抄録集 11回: 20, 2022.
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B-e-2
1 .

2 .

3 .

学会発表数

社会活動

松尾　薫，上野和美，江頭あや子，山崎綾乃，野瀬有生，岩本尚子：セツキシマブ投与皮膚障害の患者支

援に向けた看護師教育の施行. 日本看護研究学会九州・沖縄地方学会学術集会 26回: P6, 2022.

0 0 2 0 5 38

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

花田匡利，及川真人，名倉弘樹，竹内里奈，石松祐二，城戸貴志，石本裕士，坂本憲穂，迎　寛，神津　

玲：間質性肺疾患に対する呼吸リハビリテーションの課題と展望 Conの立場から. 日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌 31(1): 93-98, 2022.

黒田裕美，田中準一：【新カリキュラム対応で新たに開発された「基礎看護学」&「地域・在宅看護論」の

シラバスを探る】(Part1.)各教育機関の新たな「基礎看護学」のシラバスを知る 臨床看護学実習Iの新たな取

り組み. 看護展望 47(4): 311-314, 2022.

松浦江美・教授 査読委員 日本看護研究学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

松浦江美・教授 評議員 日本看護研究学会 九州・沖縄地方会

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

南嶋里佳・助教
ASEAN災害医療連携強化プロジェクト　技
術支援員

外務省

南嶋里佳・助教 国際緊急援助隊_医療チーム　PHM/EMT班 外務省

松浦江美・教授 世話人 佐賀県膠原病友の会

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

上野和美・准教授 世話人
長崎がん看護・リハビリテーションマネジ
メント研究会

南嶋里佳・助教
国際緊急援助隊_医療チーム　Public 
Health Module班

外務省

澤井照光・教授 評議員
日本ストーマ・排泄リハビリテーション学
会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

大山祐介・助教 査読委員 長崎県看護協会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

澤井照光・教授 運営委員 IBD Club Jr. Kyusyu

大山祐介・助教 査読委員 日本看護学会誌

大山祐介・助教 編集委員会委員 日本救急医学会九州地方会

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

大山祐介・助教 編集委員会委員 日本救急看護学会

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

澤井照光・教授 委員 長崎市社会福祉審議会

大山祐介・助教 専任査読委員 日本救急看護学会

吉田浩二・准教授 被ばく医療診療手引き編集委員会委員 公益社団法人原子力安全研究協会

大山祐介・助教 用語検討委員会委員 日本看護診断学会

吉田浩二・准教授
訪問看護師の人材確保・人材育成に関す
る検討委員会

公益社団法人長崎県看護協会

吉田浩二・准教授 オンサイト医療体制構築委員会 公益社団法人原子力安全研究協会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

永江誠治・准教授 査読委員 看護科学研究

吉田浩二・准教授
高度実践看護師教育課程認定委員会 放射
線看護専門分科会

日本看護系大学協議会

永江誠治・准教授 広報・情報委員会委員 日本精神保健看護学会

吉田浩二・准教授 編集委員 日本放射線看護学会

吉田浩二・准教授 理事 日本放射線看護学会

永江誠治・准教授 長崎県看護学会誌 査読委員 長崎県看護協会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

黒田裕美・教授 九州・沖縄地方会役員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 評議員 日本看護研究学会

辻　麻由美・助教 長崎県看護協会学会委員 長崎県看護協会

石松祐二・教授 地方労災委員 長崎労働局

石松祐二・教授 評議員
日本サルコイドーシス／⾁芽腫性疾患学会
総会

田中準一・准教授 代議員 日本疫学会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 代議員 日本看護科学学会

上野和美・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「再発乳
がん患者へのICT活用による自己管理支援プ
ログラムの構築と有効性の検証」

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

松浦江美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチ患者に向けた口腔ケア介入モデルの
構築と介入効果および妥当性の検証」

辻　麻由美・助教 ダイバーシティ未来構想委員会 長崎大学

三浦沙織・助教 長崎県看護学会抄録査読員 長崎県看護協会

大山祐介・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「クリ
ティカルケア看護領域におけるcomfortケア
モデル構築のための基礎的研究」

大山祐介・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アドヒ
アランス」を焦点とした看護診断の根拠レ
ベルの向上」

南嶋里佳・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「在留外
国人に対する体験型減災教育モデルの検
証」

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「原子力
災害被災地における復興・帰還事業に係る
情報発信と情報の受け止め方の検証」

南嶋里佳・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「助産師
のための災害時母子支援スキルアッププロ
グラムの開発」

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域に
おける多施設・多職種協働体制強化により
推進するストーマケアの標準化」

永江誠治・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「児童精
神科における服薬アドヒアランス評価尺度
の精度向上を目的とした質的研究」

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「原子力
災害における要配慮者等に関する避難行動
の指針およびソフトウェアの開発」
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その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

石松祐二・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患患者の活動能力評価における身体活
動量の意義と身体活動量予測モデル開発」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アドヒ
アランス」を焦点とした看護診断の根拠レ
ベルの向上」

浜崎美和・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチ患者に向けた口腔ケア介入モデルの
構築と介入効果および妥当性の検証」

黒田裕美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ダウン
症者における在宅での簡易検査を用いた睡
眠呼吸障害の評価と睡眠支援の構築」

田中準一・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費 基盤研究（C）「脳卒中患者に
対する環境調整介入によるせん妄予防効果
の検証」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「子供の
成長と生活環境に関するアフリカ出生コ
ホート研究」

山田絵理佳・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者
介護施設における職員の感染対策の実態と
教育ツールの効果検証」

辻　麻由美・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「介
護老人保健施設で起こる介護事故の実態解
明」

浜崎美和・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「外来に
おける関節リウマチ患者の口腔内環境の実
態および介入効果の多角的検討」

浜崎美和・助教 長崎看護学同窓会 代表
長崎看護学同窓会看護研究奨励賞「看護学
生と歯科衛生学生の口腔環境とセルフケア
習慣の実態」

松浦江美・教授 看護職員研修講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療セン
ター

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療セン
ター附属看護学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎医師会看護学校

黒田裕美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

黒田裕美・教授
非常勤講師（看護過程/看護師2年目研
修）

長崎県看護協会県南支部

田中準一・准教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

吉田浩二・准教授 非常勤講師（保健・医療政策特論） 長崎県立大学

永江誠治・准教授 看護･福祉職員研修　講師 一般社団法人シェアハート

大山祐介・助教 看護職員研修講師（看護研究） 長崎県島原病院

三浦沙織・助教 看護職員研修講師（看護研究）
独立行政法人国立病院機構嬉野医療セン
ター

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

大山祐介・助教 奨励論文賞
日本クリティカルケア
看護学会誌

重症患者のcomfortの構成概
念妥当性検証
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浜崎美和・助教
APLAR2022 Excellent Abstract 
Award

APLAR2022

Actual conditions of 
patient support for 
rheumatoid arthritis 
patients by The Certified 
Nurse by Japan Rheumatism 
Foundation: a cross-
sectional study

黒田裕美・教授
日本赤十字看護学会 研究奨励
賞

日本赤十字看護学会

「熊本地震被災地域にある医
療施設に勤務する看護師の心
的外傷後ストレス障害の実
態」

浜崎美和・助教 看護学研究奨励賞 長崎看護同窓会
「看護学生と歯科衛生学生の
口腔環境とセルフケア習慣の
実態」
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